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【【１１】】経済学・経済政策経済学・経済政策 ⅠⅠミクロ経済学ミクロ経済学

1. 企業行動の分析 2. 消費者行動の分析 4. 不完全競争

3. 市場均衡と厚生分析 5. 市場の失敗と政府の役割

完全競争

Demand
消費者

=効用最大化

Supply
企業

＝利潤最大化供給関数(供給曲線)
限界費用曲線のうち、

BEP・操業停止点より右上

供給の価格弾力性
企業行動

供給関数

生産関数
限界生産性

投入1単位あた
りの生産増加量

従量税
→平行シフト

従価税
→傾きが急

(定額税)

包絡線
(TC,AC,×MC)
・全て可変費用
・LCはあらゆる
SCの下に沿う

生産関数
アプローチ

課税の効果短期/長期
費用関数

変変

動動

接接

動動

変変

価格・消費曲線

X財の需要曲線

最適消費点の集合
＝需要曲線

○ワルラス的調整過程
△マーシャル的調整過程

市場の調整
過程

完全競争市場と市場均衡
需要曲線のシフト
供給曲線のシフト

市場均衡
市場均衡

厚生経済学の第一定理パレート効
率性

消費者余剰
生産者余剰
社会的余剰

従量税
補助金

→死荷重

余剰分析
厚生分析

A国の自給自足均衡

小国の仮定
自由貿易の利益
自由貿易均衡

輸入関税による死荷重

自由貿易の
理論

リカード比較生産費説
(比較優位の理論)

絶対優位⇔比較優位
ヘクシャーオリーン

国際貿易
貿易

プライスメーカーが
混じっている

変変 エンゲル曲線

リスクプレミアム
確実性等価

=不確実性における
所得期待値

危険回避/愛好的
期待効用仮説

従量税
→需要曲線シフト↑

→死荷重の発生

HH指数(HHI)
マーケットシェア2の和

ラーナーの独占度
乖離率大→独占度大

寡占モデル
クールノー均衡(反応関数)

協調的/非協調的行動
屈折需要曲線

独占市場・独占均衡
限界収入曲線

MR=-2bQ+a (Dの半分)
利潤最大化

MR(Q)=MC(Q)
寡占市場の価格硬直性

死荷重死荷重

価格変化しない
プライステイカー
ライバル無関係

価格変化する
少数のプライスメイカー

他企業の行動により
自社の利潤が変わる

価格変化する
自社だけプライスメイカー

ライバル0

*完全競争寡占独占

順
番

同
時

寡占モデル

シュタッケルベ
ルク(生産量)

ベルトラン
(価格)

クールノー
(生産量)

協調的/
非協調的行動

ペイオフマトリクス
ナッシュ均衡

囚人のジレンマ
ミニマックス原理

L
H

LH

○ ○○
○協調的

非協調的
ナッシュ均衡

→囚人のジレンマ

競争モデル
独占

寡占(&複占)
独占的競争

産業組織論
SCPパラダイム

市場構造: Structure
市場行動: Conduct

市場成果:  Performance

不完全競争
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長期的均衡？
(利潤ゼロ)

動動

動動

合合

動動

動動

合合

変変

動動

動動

変変

価格弾力性
需要曲線コンボ

(P-MC)/P=1/ε

不完全競争
市場の失敗①

免責
インセンティブ
(出来高払い)
モニタリング

効率賃金仮説

行動情報の非対称性
<契約(取引)後>
モラルハザード

プリンシパルエージェント

第三者の介入
シグナリング

標準化
自己選択メカニズム

政府の規制

性質情報の非対称性
<契約(取引)前>

逆選択

★情報の不完全性
市場の失敗④

直接規制
ピグー税
補助金

排出権取引
コースの定理

合併

平均費用右下がり
自然独占

限界費用価格規制
平均費用価格規制

公共財の定義
非競合性
非排除性

フリーライダー問題

正・負の外部効果
厚生損失

供給過大・過少
私的便益・私的費用

社会的費用

費用逓減産業
市場の失敗⑤

公共財
市場の失敗③

★外部効果
市場の失敗②

所得格差
ローレンツ曲線

ジニ係数

その他政府の役割

効率的な状態
→厚生経済学の

第一定理
低運営コスト
△計画経済
○市場経済

市場機構の長所

当事者間の交渉コスト0
所有権が明確に設定

正の例：公共財、ネットワーク外部性
負の例：公害
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逆イメージ注意
リスク増→満足↑

∴リスク増→リターン↓

⑤利潤＝収入R-総費用TC。BEP・操業停止点のP決定
∴供給曲線＝MC(x)のうち操業停止点より右側

④微分によりy軸を総額→単価に変換
1)AC(x), AVC(x), MC(x)はU字型2次関数、AC(x)>AVC(x)
2)MC(x)はAC(x), AVC(x)の最下点を通る

③ある点における傾き ＝限界費用MC(x)
原点と結んだ傾き ＝平均費用AC(x)
ｙ切片と結んだ傾き ＝平均可変費用AVC(x)

②費用曲線(TC、VS)は逆S字の3次関数
①総費用TC=可変費用VC+固定費用FC

Remind：供給関数導出5step

価格受容者
収入R=P*x
P=MC(x)

操業停止点
利潤<0,

固定費は回収
AVC(x)の最下点

BEP
利潤>0

AC(x)の最下点

利潤
最大化

平均可変費用
生産量xで割る

AVC(x)

可変費用
VC

平均費用
生産量xで割る

AC(x)
規模の経済⇔不経済

総費用
AC

限界費用
傾き＝微分する

MC(x)

限界概念
MC, CM

平均と
微分

固定費用
FC

費用
関数

合合 合合

接接

接接

変変

3

Marginal
ぎりぎりにあること

＝限界XX

接接

説明
3ロジック

①論理的
②グラフ
③微分

P=MC
となる

生産量x

参入規制+価格規制で
供給量を確保

外部性
①市場を通じず直接的に
②他の経済主体の効用に影響

最適消費点での傾き
∴限界代替率＝財の価格比

MUx/MUy =Px/Py

最適消費点①傾きが同じ
MRSxy=Px/Py

②予算制約線上にある
PxX+PyY=m

①&②＝接している

効用
最大化

予算制約線
予算制約線のシフト

無差別曲線(単調性)
U=xyならy=U/x(反比例)

予算集合
PxX+PyY≦m

y=(-Px/Py)X+m/Py

効用と選好
推移性の前提

効用関数
限界効用

予算制約線の傾き
=財の価格比Px/Py

限界代替率 MRSxy
I無差別曲線への接線の傾きI

=x財の限界効用/y財の限界効用
=限界効用の比率MUx / MUy

予算
制約

効用
関数

変変

動動

接接

合合

8ビール1杯
＝2ヤキトリ

価格・消費曲線
価格変化に伴う最適消費点の軌跡

需要関数(需要曲線)
最適消費点におけるx財の数量と

それに対応するPxの関係

需要関数

効用：その財1単位から

得られる満足度

価格効果

↑ギッフェン財補完財

代替財

x↓↓

x↓
下級財

所得効果
(需要の所得弾力性η)

x↑

代替
効果

x↑

奢侈品
必需品

需要の
価格弾力性ε☆

中立財

二財
モデル
Px↓ 上級財

ε=(ΔD/ΔP) ×(P/D)
△需要量の変化率

価格の変化率

△需要量の変化率
所得の変化率
所得消費曲線
エンゲル曲線

13

11

10

9

2財比較

効用を一定に保つのに
必要な代替財の量

8
9

1
1

9

44 4

6

2

3
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推計データ

4

3
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余暇と消費
リカード等価理論

12

16

16 16

9 9

3 3 3
6

5
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出題傾向の急変があり得る科目。
近年の出題傾向に惑わされず、

基本論点をまんべんなく、薄く・広く押さえる。
試験本番では、50点の手応えを確保すれば十分

翌期消費↓

今期貯蓄↓

今期消費↑

翌期消費↑労働時間L↓

今期貯蓄↑
あるwにおいて

所得効果>代替効果
(休みたい>カネ欲しい)

賃金率w↑
最適労働供給

金利↑

異時点間の消費配分

結論から
押さえる

価格効果
=代替効果+所得効果

ラーナーの独占度

需要の所得弾力性

需要の価格弾力性
供給の価格弾力性

独占企業弾力性小→価格乖離

上級財・中級財・下級財

傾き緩→弾力性大、左上ほど大
傾き緩→弾力性大

弾力性概念まとめ

基本的事項を
しっかり。

ヨコ串つなげて
過去問演習

用語レベル
一通り

出る前提で
練習

お約束
パタ解き

TAC
イチ押し
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10. その他の理論

金利平価条件式
フローアプローチ

購買力平価説

利率差の将来レート逆算
フローの需給で決定
物価水準から逆算。長期

為替

AD曲線の導出
AS曲線・均衡国民所得YF
古・ケによる政策の有効性

インフレ
失業

均衡国民所得と均衡利子率
財政政策の有効性・効果

クラウディング・アウト
金融政策の有効性・効果

流動性のわな

IS-LM分析
YとPは一定

財市場・貨幣市場が均衡

AD-AS分析
YとPを動かしてみる

財・貨・労働市場が均衡

財政・金融政策

7. 財市場の分析

需要側項目の均衡国民所得Y*への影響
○投資Iの変化：投資乗数 1/(1-c) 
○政府Gの変化：政府支出乗数1/(1-c)
△租税Tの変化租税乗数 -c/(1-c)←小さい

均衡予算乗数の定理

★乗数理論

インフレギャップとデフレギャップ
労働市場との均衡を考慮

均衡国民所得Y*と完全雇用国民所得YFの差
有効需要拡大政策→非自発的失業低下

総需要管理政策
有効需要の原理

古)GDPは生産が決定(価格で調整)
ケ)GDPは需要が決定(需要数量で調整)

→需要増加策が有効

8. 貨幣市場の分析と財政・金融政策

★LM曲線★IS曲線

【【１１】】経済学・経済政策経済学・経済政策 ⅡⅡマクロ経済学マクロ経済学

6. 国民経済生産と物価指数 9. 物価水準と失業

列の合計・行の合計
投入係数行列

産・・業連関表

持ち家サービス
農家の自家消費

対家計民間非営利団体
帰属計算

★国民経済計算

生産面から見たGDP
分配面から見たGDP
支出面から見たGDP

三面等価の原則

国内⇔国民国民総生産(GNP)

付加価値
計算例

フロー・ストック
国内総生産(GDP)

★物価指数

GDPデフレータ
名目/実質×100

パーシェ物価指数
(比較年基準)

消費者物価指数CPI
企業物価指数CGPI

ラスパイレス物価指数
(基準年基準)

景気動向指数
DI(局面)・CI(量感)

先行12・一致11・遅行6

商業統計

工業統計

鉱工業生産指数

雇用統計
職業安定業務統計

労働力調査

各種の経済統計

[分配面]GDP=雇用者報酬 (家計)
+営業余剰・混合所得＋固定資本減耗(企業)
+間接税-補助金 (政府)

<支出面>GDP=民間・政府最終消費支出(G+C)
+国内総固定資本形成 (I)
+在庫品増加+輸出-輸入 (EX-IM)

用語
用語

生産＝分配＝支出
供給Ys→所得Y→需要YD(C)

Ys=Y (45度線)
YD=c(Y-T)+A+I+G
(Yによる一次関数)

均衡国民所得
Y*=1/(1-C) ×(-cT+A+I+G)

ケインズ型消費関数 C=cY+A
独立消費A

限界消費性向c
平均消費性向

貯蓄関数 S=(1-c)Y-A
可処分所得(Yd=Y-T)

★均衡国民所得★消費関数
取引動機・予備的動機

投機的動機(流動性選好理論)
貨幣需要関数
流動性のわな

ハイパワードマネー
→信用創造

→マネーサプライ
M=(c+1)／(c+r) ×H

公開市場操作(買いオペ)
公定歩合操作↓

法定準備率操作↓

★貨幣需要マネーサプライと金融政策

i=-αY+β

変変

合合

投資関数 I(i)=I0-bi

動動

動動

Y

LDM/P

取引動機
予備的動機

実質貨幣供給 貨幣需要関数

i i

ΔY ΔY

Δi

LD

投機的動機i

財市場 貨幣市場

労働市場

有効需要管理政策により
P↑であるが失業率↓

マネタリズムと失業率
短期：貨幣錯覚により↓
長期：予想修正により→

自然失業率仮説

フィリップ
ス曲線

ディマンドプルインフレ
コストプッシュインフレインフレ

右上がりの部分では
拡張的政策→P↑Y*↑

非自発的失業↓

所得Y*は不変
物価水準Pのみ上昇
有効需要管理政策×

政策の
効果

均衡国民
所得

総供給
曲線

AS曲線

生産費用↓：AS右へ
生産費用↑：AS左へ

拡張的政策(G↑T↓M↑)→ADが右にシフト
緊縮的政策(G↓T↑M↓)→ADが左にシフト

右上がり
→労働市場非均衡

→非自発的失業あり

ASがY*で垂直
ADに関係なくY*一定

→セイの法則

はじめ右上がり
Y*の所から垂直

Y*で垂直

総需要＝総供給分析(AD-AS分析)   ←労働市場
古典派 その他ケインズ経済学

w, Pの上昇率と
失業率のトレードオフ

失業率・右下がり

価格硬直的、変化しにくい
市場はうまく機能しない

裁量・積極的な政府介入

価格は伸縮的に変化
市場は通常うまく機能

裁量・積極的な介入不要

消費の三大仮説
ライフサイクル仮説

恒常所得仮説
相対所得仮説

資産効果

C=cY+A
→短期○、長期△

消費の
理論

学派

投資の
理論

サプライサイド経済学
→税制・社会保障の改革

を主張

古典派
マネタリズム k%ルール

新しい古典派
貨幣数量説MV=PY

加速度原理
トービンのq

q>1 →投資実行
q<1 →負の投資

消費の理論・投資の理論・マクロ経済学の学派
古典派 その他ケインズ経済学

M↑→P↑となるので

無意味。

シフト
→右

傾き
→緩く

G↑
T↓

I・i↑
c↑

シフト
→右

傾き
→緩く

M↑
P↓

LD・i↑
LD・Y↓

Y

i

i*

Y*

IS

LM

Y

i

P

Y

P↓→LM右→Y↑

P↓→Y↑

Y*<YF
非自発的失業

完全雇用の需要不足
需要増加策

デフレギャップ
YF<Y*

名目賃金Wの上昇
需要超過、P↑圧力

需要の抑制

インフレギャップ

シフト
→右

傾き
→緩く

G↑
T↓

I・i↑
c↑

摩擦的
構造的
循環的

自発⇔非自発

L

P

M/P

Y*
DL

SL

クラウディングアウト3step
①財政政策でISを右へ。Yは増えるが、利子率増加
③利子率iの上昇が民間投資Iを抑制
③均衡国民所得は当初の狙いよりも減少
but, 流動性のわな時の財政政策は超有効！

投資収支の決定理論
(ISバランス・アブソープション)
★Jカーブ効果
マーシャルラーナーの安定条件

政策
マンデルフレミングモデル
→変動相場資本移動＝財政政策無効
不胎化政策

経済成長
ソロー・スワン

全要素生産性(TFP)
成長方程式

③AD-AS分析

②IS-LM分析

IS曲線
LM曲線

AD曲線

AS曲線

労働需要
×

労働供給

iに対するIS、LMの交点で均衡国民所得
Y*, 均衡利子率iが求まる。
ただし労働供給・物価を考慮するには、
更に一段階進んでAD-AS分析が必要。

丸暗記
直前期対応

ADが右にシフト
ASが左にシフト

自然失業率
貨幣錯覚

資本係数=一定
調整速度＝1

生産額GDP↑に必要
な投資Iは利子率iとは

無関係に当期に実施

スタグフレーションにより
w↑, P↑となって疑問符

流動性のわなの出番
①貨幣需要関数
②LM曲線
③金融･財政政策
(クラウディング・アウト)

貨幣供給の
増加率は一定に！
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政策政策
効果効果

政策政策
効果効果

政策政策
効果効果

政策政策
効果効果

政策政策
効果効果

政策政策
効果効果

政策政策
効果効果

政策政策
効果効果

政策政策
効果効果

各生産段階の
(産出額-中間投入額)の和

実質利子率
＝名目利子率-インフレ率

①45度線分析
応用応用
ありあり

輸出・輸入の価格弾力性の和＞1
→Jカーブ効果起きない

Y↑ならi↑で均衡
→LM曲線は右上がり

Y↑ならi↓で均衡
→IS曲線は右下がり

貨幣需要LDの決定理論
貨幣市場を均衡させるYとi

国民所得Yの決定理論
財市場を均衡させるYとI

10

Ys
Yd

i

Y

Y

流動性のわな
×金融政策
○財政政策

Ls

LD Y

変変

変変

変変

変変

郵貯・信託
準通貨

現金通貨
預金通貨

M3
M2

M1

+CD

シフト
→右

傾き
→緩く

M↑
P↓

LD・i↑
LD・Y↓

16

7

11

10

17

10

5

12

15

14

+乗数効果

○財市場を分析
貨幣市場は対象外

コンドラチェフ
クズネッツ
ジュグラー
キッチン

景気循環

7

直

直

13

10

6

14

17

1

8

11

15

まさつこうじ

構成比を昔⇔今の
どちらに揃えるか

シカゴ学派

1経済財政白書

2

10

4

13

14

18

7

11

17

10

13

i

Interest
& Savings

Liquidity preference
& Money supply

Liquidity preference
流動性選好→貨幣需要

Money supply
貨幣供給

しっかり
押さえる

実は
カンタン

物価P↓
実質貨幣残高↑
利子率i↓
投資(需要)I ↑
供給(国民所得)Y↑

サービス
問題

過去問
パタ解き

図を描いて
即正解

直前レジュメ
選択肢○×トレ

経常収支
の話

過去問
パタ解き

直前テキスト
+スピ問

直

Y・P一定の

仮定を外す
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ファイナンス

【【２２】】財務・会計財務・会計

1.財務諸表と
簿記の基本原理

概観
簿記の基本

2.期中取引と決算整理

3.財務諸表

★FSの表示科目
BS・PLの作成

★株主資本等変動計算書

4.税効果会計

5. ★キャッシュフロー計算書

6.★★経営分析

7.原価計算

8. ★ CVP分析

9.★★DCFと投資評価基準

10. ★ポートフォリオ理論(リスク分散)

11.★財務・会計に関する諸理論

C・CE換算差額
C・CE増減額

C・CE期首残高
C・CE期末残高

財務CF
投資CF
営業CF

①P/L税前利益
②非資金費用
③貸引の増減
④営業利益の修正
⑤営業資産・負債の増減
⑥その他(経過勘定)

間接法6ブロック

★原価計算制度

分類と構成
製造原価報告書

(当期総製造費用)
損益計算書

(当期製品製造原価)

原価計算の種類

個別⇔総合原価計算
(完成品/仕掛品原価)

実際⇔標準原価計算
(原価差異)

全部⇔直接原価計算

CVP分析

原価・営業量・費用

<計算>
SBEP

損益分岐点比率
安全余裕率
目標売上高

利益差異分析

売上高差異
費用差異

セグメント別
損益計算

製品品種別PL
全部原価⇔直接原価

為替リスクの管理
為替先物予約(約束)

通貨オプション取引(権利)
(輸入→コール、輸出→プット)

CAPM
効率的フロンティア

CAPM
y=ax+b

新規投資・取替投資意思決定
差額原価

タックス
シールド

回収期間法・確実性等価方・リスク調整率割引法経済性計算
②その他

NPV法(算定方法・割引率(資本コスト))
IRR法 (△計算、○問題点の指摘)
現価係数

経済性計算
①DCF法

営業利益ベース(税後)
FCF=営業CF-投資CF ※税前CIF＝CIF-COF
=営業利益×0.6+減償-運転資金増加額-設備投資額

CF計算書ベース
FCF＝営業CF＋投資CF
現在価値

FCF

資本概念
総資本(使用総資本)

経営資本
自己資本(equity)

損益概念
事業利益
金融費用概念

費用面からの分析指標
売上原価率・販管費率

・人件費率・金融費用比率
インタレストカバレッジレシオ

資本利益率

総資本経常利益率
総資本事業利益率(ROA)

経営資本営業利益率
自己資本利益率(ROE)

資本利益率
＝売上高利益率×資本回転率

売上高利益率
売上高総利益率
〃 営業利益率
〃 経常利益率収益性

分析

長期安全性
固定比率

固定長期適合率

短期安全性
流動比率
当座比率

資本調達構造
自己資本比率

負債比率

流動性
分析

キャッシュフローマージン
営業CF対流動負債比率CF分析

付加価値生産性＝付加価値／従業員数 ←基本パターン
3パターンに展開→売上高・有形固定資産・人件費総額

生産性
分析

総資本／経営資本回転率
売上債権回転率/期間
買入債務回転率/期間
棚卸資産回転率/期間
有形固定資産回転率

回転率
/期間

最適セールス・ミックス

法人税

法調表示額

税効果会計

将来減算/加算一時差異

永久差異

決算手続

営業手続

開始手続

簿記一巡の手続

①取引の読み取り
②仕訳
③転記(勘定記入)
④精算表(勘定〆切)
⑤BS･PL作成

貸倒れ
有価証券売却

有形固定資産売売却

売上原価の算定
貸倒引当金

有価証券期末評価
減価償却費
経過勘定

当座預金
商品売買
手形取引
有価証券

有形固定資産
貸付金・借入金

決算整理期中取引 期中取引2

純資産

流動資産
固定資産
繰延資産

流動負債
固定負債

BSの表示

売上
売上原価

・・・

PLの表示(報告式)

(1級)
前T/B→後T/B→BS・PL

(2級)
前T/B→整理記入→BS・PL

←精算表→

相関係数と
ポートフォリ

オ効果

相関係数
共分散

A標編XB標編

共分散
A偏差×B偏差を

加重平均

組入れ比率
を変化させ、
効率的ポート

フォリオ
各ケースごとに組入れ比率に応じて期待収益率を
求め、加重平均。→偏差・分散・標準偏差計算可能

→偏差・分散・標準偏差計算不可能A・Bの期待収益
率を加重平均

ポート
フォリオ

√分散偏差2の
加重平均

期待収益
率との差

加重平均個別証券A
個別証券B

標準偏差分散偏差期待収益率

企業評価株価の算定資金調達

(伝)株式価値のみ
・純資産額法
・収益還元法
・株式市価法

→合併比率算定

株価評価の指標
財務レバレッジ

ROE=(1-t)×
(ROA+(ROA-i)×D/E)

cf. 最適資本構成
トービンのq

資本調達の形態

FCF           
WACC(-FCF成長率)

WACC
(負債=一定、自己資本=時価)

期待収益率
(配当利回り+値上がり額)

r=(D1+(V1-V0))／V0

株主資本の資本コスト②
CAPMによるrE

株式価値
VE=D／rE

VE=D1／(ｒE-g)

配当割引モデル
VE=D／rE

VE=D1／(ｒE-g)

株主資本の資本コスト①
配当割引モデル

rE=D／VE

ｒE=D1／VE＋g

負債価値
VD=I／rE

負債の資本コスト
ｒD＝I／VD

繰･利・剰
任意積立金

分配可能額

資本剰余金△自己株式

剰余金

↓達するまで

資本金
×1/4

資本準備金
利益準備金

利益準備金の積立
(配当額×1/10)

法人税法上の
｢資産・負債｣

⇔
期間配分により
合理的に対応

企業会計上の
｢資産・負債｣

企業会計上の
｢収益・費用｣

法人税法上の
｢益金・損金｣

⇔
認識時点の
相違など

引当金
計上3要件
①当期以前

②発生可能性
③合理的見積

正常循環
・1年基準

勘定分析

制約条件
単位あたりCM
線形計画法

売上収益計上基準
×現金主義

○発生主義(費用)
○実現主義(収益)

3年・5年
・償却年数内

1 本支店会計

3

4
4

4

5

6 6

7

8

9

10

11

12 12 13

14

15

16
17

19

つまり、
インフレ率

最適
資本構成

率・規模

18 18 18

2期BS
+当期PL

2

当期仕入高
受手+買掛金

直接法-営業収入
+売上高-売上債権増
+前受金増-当期貸倒額

BOX計算

14

15

10

10

5

6

10

11

１５

1

2

3

4

5

6

7

8

10

11

12

13

4

4

DES
DDS9

社債・実効利子率

1連結会計

2

3

4

5

6

7

8
9

10

5

19
11

12

13

14
15

16

17

18

19

3

3

20

テク
資本金の1/4判定

を先にやる

予定所要時間
超えたら捨て

棚卸減耗費
商品低価評価損

250%定率法
残存10%5年償却

ラスポス
MM理論

時間との戦い、守りの科目。
ハマリを防ぐには所要時間ルールが有効。

試験委員の好みでファイナンス周りの出題増加。
とにかく40点確保、足切りクリアが至上命題。
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プロセス型アプローチ分析アプローチ

分析麻痺症候群

計画段階 ↓一方向的
実行段階

計画 ↓ビジョン明示
実行↑フィードバック

アンゾフ企業戦略論
ポーター競争の戦略

ポジショニングアプローチ
欧米、特に米国

創発戦略

リソースベースドビュー
コアコンピタンス・ケイパビリティ

6. ネットワークと産業クラスター

戦略的提携
Win-Win

産学連携
国立大・独立行政法人化

TLO(技術移転機関)
ネットワーク組織

プラットフォームビジネス
バーチャル組織

→漏洩リスク

ネットワーク戦略

産業クラスター
立地の競争優位

ダイヤモンドモデル

政策
1960- 新産業都市
・工業整備特別地域

→△ハコ物行政の失敗
1983 テクノポリス政策

→△地域格差に屈する

産業クラスター

4. 競争戦略

業界構造の分析

3. 成長戦略

多角化

【【３３】】企業経営理論企業経営理論 ⅠⅠ 経営戦略経営戦略

1. 企業活動概論 2. 経営戦略

5. イノベーションと技術経営

7. CSRとコーポレートガバナンス

経営計画
PDS

ローリング
コンティンジェンシー

オープンシステム
経営理念

企業活動概論

ドメイン

資源展開

シナジー 競争優位性

環境変化

企業(成長)戦略
事業(競争)戦略

機能戦略

階層別分類

O
S

T
W

コアコンピタンス
の3要件

展開力
顧客の認める価値

模倣困難性

外部化・集中

速度の経済

範囲の経済
多様なもの生産

規模の経済
同じもの生産

競争の基本原理
(真似されないこと)

アンゾフ
製品=市場マトリクス

多角化
新市場
開発

新製品
開発

市場浸透

PPM

事業再構築 M&A

組織学習

↓→↑→
売上

成長率

++--CF

↓MAX+-利益

低価格保守層早期層革新層顧客

成長導入 衰退成熟

戦略

衰退成熟成長成長PLC

LLHHCash out
LHHLCash in

-++-利益

花形問題児 負け犬
金の

成る木

市場占有率

成
長
率

金のなる木負け犬

花形問題児

シェア
維持

配分

経験曲線効果
累積生産量大
→CF流入大

アウトソーシング
○外部専門性

○経営資源集中
○コスト削減

リストラクチャリング
事業再構築

デメリット(留意点)
事前調査不足
人事労務面

メリット
時間

弱み補強

○×
水 平

垂

直

合併
株式買収
営業譲渡

合併
提携

形態
TOB
LBO
MBO
MBI

手法
ポイズンピル

クラウンジュエル
ゴールデンパラシュート

ホワイトナイト

防衛策

5 Force model

代替品
の脅威

売り手の
交渉力

既存業者間
の敵対関係

新規参入
の脅威

買い手の
交渉力

競争回避の戦略 競争優位の戦略

撤退障壁
チャネル統制

参入制限(許認可)

低差別化製品差別化
独占的製品技術

同業者多数
どんぐり背比べ

戦略グループ

初期巨額投資(高固定費)

規模の経済
収穫逓増(その時点)

経験曲線(累積)

参入・移動障壁

高固定費・高在庫

成長鈍化

既存・敵対関係激化

集中

差別化 コスト
リーダーシップ

ポーター・競争の基本戦略

コトラー・競争地位別戦略

量

質

チャレンジャーフォロワー

リーダーニッチャー

リーダー4戦略

周辺需要拡大
同質化

非価格競争
全方位

タイムベース競争
先発・後発優位性
投資効率・利益率up
LT短縮・コストダウン

速度の経済性

PPMの
問題点

競争優位の戦略競争回避の戦略

新規⇔既存の
相乗効果

シナジー
同一経営資源を

複数事業で
使いまわし

範囲の経済

シナジー
関連多角化

リスク分散
無関連多角化

主力事業停滞新分野発見

多角化5理由
資源スラック

組織間関係論
資源依存モデル

取引コストアプローチ

IT戦略

戦略的提携
バーチャルコーポレーション

S字カーブ・非連続性
イノベーションジレンマ
⇔生産性のジレンマ

イノベーションの類型
プロダクト
プロセス

インクリメンタル
ラディカル

新結合
イノベーション

模倣困難性顧客ニーズ頭打ち価格競争

△すり合わせ必要
系列取引化

○わかりにくく、
真似されにくい

イノベータ利益不十分

△オーバースペック
△中国Mと価格競争

オープンアーキ
○開発スピード

○多様な製品展開
△モジュール流通
→コモディティ化

自動車デジタル家電パソコン
自転車

①モジュール型 ①bデジタル家電 ②インテグラル型
技術経営・製品アーキテクチャ

デファクトスタンダード
ネットワーク外部性

顧客ロックイン

クリティカルマス
固定費莫大→AC↓

デジタル財収穫逓増

資金調達
ベンチャーキャピタル

投資事業組合
ビジネスエンジェル

成長ステージ・課題
シード期

スタートアップ期
急成長期

安定成長期

★ベンチャー企業

PLC

ガバナンス

1

2

3

4
5

6

7

8

9

10

11

12

4

8

日本企業の
海外戦略

暗黙知
=｢粘着性の高い情報｣

競争優位性
コア技術戦略

ブラックボックス化
秘匿・内製化

プラットフォーム
共有

装置産業
費用逓減産業

1

2

3

4

5

6

7

8

9

11

10

10

10

しゅうどうひかぜん

直

限界点・問題点指摘
→分析麻痺症候群

1

2

3

4

5

6

7

8

9

11

7

9

11
12

コンカレントエンジニアリング
フロントローディング

重量級プロダクトマネージャ
イノベーションプロセス

製品開発 10

出ない？
否定的イメージ

歴史的変遷
(経路依存性)

幅広い科目で
出題

近代産業史
三種の神器

デジカメ
→地域別産業構造

例年マーケはひっかけなしの簡単な出題。
経営・組織論は因果関係・用語入替で難易度up。

難易度安定しており確実に稼げる科目。
財務終了後の安堵による緊張感不足が最大の敵。

△マーケティング
マイオピア

物理的定義
△イノベーション

ジレンマ

機能的定義

垂直統合
水平統合

M&A

技術交代期→
リーダー企業交代

組織ライフサイクル
モデルとリンク

経営・不適切選択肢パタ
IG ：因果
K1：結論入替・文中
K2：結論入替・文末
W ：用語入替

｢適切なものを選べ｣は難
間違いを3つ指摘しないといけない

価値連鎖

＜

ここ2年出題なし
狙い目

ここ2年で
難易度UP

経営・長文因果の処理パタ
①回目 方向感で仮判断
②回目 因果入替パタ意識

｢不適切｣長文は
どこか1箇所しれっと入替え

追加イメ
業界・費用構造同じ
でも戦略で収益差
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5. ★ 官僚制組織と動態化

組織活性化

組織構造の動態化
フラット化

PJ・マトリクス組織
BPR

官僚制組織と逆機能
訓練された無能

(硬直化)
目標の置換

規模拡大
→官僚制組織による効率化

組織と変革
6. ★ 外部環境と組織

処理能力↑
リエゾン担当者

事業部制・PJチーム
マトリックス組織・TF
情報処理システム

処理量↓
スラック資源

不確実性への対応

4. ★ 組織構造の形態
ラインとスタッフ

組織構造・一般形態

事業部制
カンパニー制

(分権)
機能別

マトリックス組織プロジェクト

組織行動論

組織設計・組織構造論 人的資源管理

【【３３】】企業経営理論企業経営理論 ⅡⅡ 組織論組織論

1.★組織の概念と均衡条件

8.組織行動論

1.全体像

2. ★ 組織構造
の設計原理

3. ★ 分業システム

☆機能分業
☆階層分業

国際経営組織
輸出

現地生産
国際事業部

地域別/製品別事業部

グローバル・マトリックス

7.基礎理論

9.リーダーシップ論

10. ★ 組織文化と戦略的な組織変革

組織学習
学習アプローチ
低次・高次学習

制約
知識創造の理論

2.雇用管理

3.人事評価

4.報酬制度

5.能力開発 OJT⇔Off JT

6.労働関連法規

戦略的組織変革
必要性認識
変革性創造
実施定着

(抵抗・混乱・対立)

☆概念
分業

調整・統合

組織均衡と組織の存続
分業←調整・統合

正当性
組織均衡(貢献×能率=誘引)

成立条件
共通目的
貢献意欲

コミュニケーション

意思決定
極大化基準(経済人)
満足化基準(経営人)
行動のプログラム化

集団のダイナミクス
連結ピン(リッカート)

グループダイナミクス
集団凝集性

浅慮/グループシンク
リスキーシフト

コーシャスシフト

コンフリクト
発生要因

マネジメントの方向性

再活性化精緻化

官僚制逆機能に対処公式化

★ライフサイクルモデル

権限委譲共同体

リーダーシップ起業者

バ
ー
ン
ズ&

ス
ト
ー
カ
ー

ウッドワード(技術が組織を規定)

装置

単品
有機的(不安定)

コンティンジェンシー理論

大量機械的(安定的)

生産技術組織運営

ローレンス&ローシュ
不確実性・業績

⇔部門分化・統合機能

ばすうろ

人間関係論
ホーソン実験

メーヨー
レスリスバーガー

人間関係論の限界

ファヨール
管理過程論

→全社的管理活動

テイラー
科学的管理法

→課業管理
時間研究・動作研究

フォーマル組織
→組織文化
インフォーマル組織
→下位集団の独自文化

確率50%が最大達成動機説
マクレランド
アトキンソン

期待(確率)×誘意性(報酬)期待理論ブルーム

☆過程理論 (どうやって動機付けられるか)

○満足要因⇔不満要因動機付け＝衛生理論ハーズバーグ

命令と統制⇔○自己管理X理論・Y理論マグレガー

アージリス

アルダファー

マズロー

☆内容理論 (何が動機付けか)

子供⇔○成長未成熟=成熟理論

生存→○成長欲求(可逆)ERG理論

モチベーション理論

生理的→○自己実現欲求段階説

まぁあまは

報酬・強制・正当
・準拠・専門

社会的勢力5源泉

○変革推進機能
△組織運営機能

リーダーシップと
マネジメント

コッター

ミンツバーグ

ゼルズニック

バーナード

○対人関係
△情報関係・意思決定

管理者行動論

ステーツマンシップ制度的リーダーシップ

リーダーシップの機能
技術的⇔道徳的側面リーダーシップの定義

ばぜるみんこ

資質特性論 (個人の特性に注目→結果得られず)

リーダー行動の部下認知パス=ゴール理論ハウス

仕事/従業員中心型
コンティンジェンシー

理論
フィードラー

状況適合論 (状況変化に注目)

9･9型、チームマネジメント型マネジリアルグリッドブレーク&ムートン

ミシガン研究リカート

オハイオ研究

アイオワ研究レビン

行動類型論 (行動に注目)

参画型・従業員中心型が最善システム4理論

配慮・構造設定の2軸

リーダーシップ論の変遷

民主型/独裁型/放任型リーダーシップ類型論

あおみぶれ

労働者派遣法
職業安定法

高年齢者等雇用安定法
男女雇用機会均等法
パートタイム労働法

最低賃金法

その他関連法規

健康保険法
厚生年金保険法

社会保険

絶対的必要⇔相対的必要記載事項
時間・退職・賃金
みなし×3タイプ

労働基準法

労働者災害補償保険法
雇用保険法

労働保険

労働安全衛生法

労働組合法

労働条件の決定

不当労働行為

労基法>労働協約>就業規則>労働契約
(⇔労使協定)例外

命令統一性

統制範囲

権限・責任一致

専門化
5つの原則

職務充実
enrichment
職務拡大

enlargement

せんけとめれー

依存↓ 多角化・代替
依存→ 折衝・交渉
依存→ 第三者機関

資源依存モデル

チャンドラーの命題

集権・分権

不確実性・駆け引き・
情報非対称性

取引コスト
アプローチ

組織間関係論

交渉
結託
包摂

探す
交渉
監視

関係特殊的投資
⇔個体群生態学

時系列 変化 変化に対応

目標あいまい目標明確

既存・修正
改善

現場レベル

漸進的
シングルループ

低次学習

変革
経営トップ

断続的
ダブルループ

高次学習

要整理

○分権化
○範囲の経済
△ワンマンツーボス

マネジメントサイクル
(PDS)

広⇔狭
制約条件注意！

技術コア

経営コア

変革
トップ↓
ボトム↑

13

14

15
16

17

19

20

22

23

24

25

26

27
28

12

13

15

16

18

19

21

22

23

24
良い店Ｘ堂、キタ！

ＦＩＦＡコンパス

直 直

直

直

15

17

18

21 23

24

25
26

1319

27

効率重視

学習重視

16

19

昨年出たので
出ない？

公平理論
目標設定理論

強化理論

H21はここから
数マーク。

外部ステーク
ホルダーが
認める存在

□信頼性確保
□会計責任

安定志向

おおまか流れ
つかむ。 組織文化組織学習戦略的組織変革

学習アプローチ
低次・高次学習

制約
知識創造の理論

をして
必要性認識
変革性創造
実施定着

(抵抗・混乱・対立)

のために
組織変革

組織開発
→従来の仕組を
意図的に変革

教育訓練
/コンサルティング

を変える

<抵抗要因>
埋没コスト

必要性非認識
組織慣性

有能性のわな

18

21

14

17
20

20

22
14 1ヶ月フレックス1週1年

特定の週を
多く

好みで
決める

曜日の変動
ある曜日
だけ多く

季節商売
あるシーズ

ンを多く

--10108時間1日MAX
--4052

40
(44)

40
(44)

404040時間
(44時間)

週MAX
(例外)

変形労働時間原則

10人未満の
商業
映画

保険衛生
接客娯楽

35

25

-

日中

60休日

50時間外

25定時

深夜割増率

就業規則 労働契約労働協約

労働基準法のツボ
10人以上使用

→就業規則作成
→労基署長届出

賃金 退職時間

30日分給与支払

30日前予告予告

制限
産前産中

業務上休業
+30日
+30日

きょうきけい

6ヶ月以上継続勤務
8割以上出勤

事業場外労働
専門業務型裁･労
企画業務型裁･労

6-8h 45分
8h超 60分

みなし 有給の発生休憩時間

労使委員会
4/5賛成

直
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5. 製品戦略

サービスマーケティング

ブランド

【【３３】】企業経営理論企業経営理論 ⅢⅢ マーケティングマーケティング

1. マーケティングの基礎概念 6. 価格戦略

2. ターゲットマーケティング

3. 情報システム 4. 消費者・組織購買行動

9. 関係性マーケティング・インターネットマーケティング

7. チャネル・物流戦略

8. プロモーション戦略

マクロマーケティング
→社会経済・流通活動

マネジリアルマーケ
→メーカーマーケ

コトラー

JMA

AMA

ニーズ・欲求を
満たす

公正競争を通じ
市場創造

顧客価値創造
管理プロセス

定義

ソサエタル社会

マーケットイン顧客

販売

製品

生産

プロダクトアウト

製品改善努力

生産効率↑
コンセプト

戦略的マーケ
→企業経営の中心へ

マーケティング
マネジメント

→4P統合

4P戦略
領域

市場ポジショニング
標的市場設定
市場細分化

目標設定
環境分析

マーケMIX実行
マーケMIX開発

マーケティングマネジメントプロセス

目標設定
売上高

利益額・率
市場占有率

企業・製品イメージ

環境分析
マクロ・ミクロ

SWOT

市場ポジショニング
知覚マップ

カニバリゼーション

ジオグラフィック
デモグラフィック

サイコグラフィック
行動変数

測定可能性
到達可能性
維持可能性
実行可能性

4基準コトラーの4要件
市場細分化

単一SEG集中
製品専門
市場専門

選択的専門

集中

差別
全市場浸透

無差別
エイベルコトラー

標的市場

マーケットリサーチ
１次データ
2次データ

マーケティング情報
内部データ
外部データ

リサーチ入手↓

マーケ情報システム

実験
(計画)法

導線調査
他店調査

通行量調査

観察法

質問法 面接・電話
・郵送・留置

データ収集方法

ブラックボックス
解明

消費者行動
モデル

プロセス
ブラックボックス

刺激-反応
モデル

能動的な消費者

情報処理
モデル

消費者購買行動

消費者行動モデル

拡大的問題解決
(包括的問題解決)

限定的問題解決

日常的反応行動
(定型的問題解決)

購買決定
行動タイプ

問題認知
情報探索

代替品評価
購買決定

購買後行動

意思決定
プロセス

未知

文化的特性
社会的特性
個人的特性
心理的特性

個人的特性

未知

既知
既知

ブラ
ンド

製品

集団的意思決定
長期的取引関係
取引の専門性
低価格弾力性

組織購買

ラインの幅×深さ
製品ライン→製品アイテム

プロダクトミックス
3層モデル

有形財-消費財

概要

計画的陳腐化
ライフサイクルエクステンション

PLC×4P

販促

特徴

価格
製品

チャネル

成長導入 衰退成熟

個装
内装
外装

パッケージング

コトラー4ブランド戦略

新
名

現
名

新カテ現カテ

新
ブランド

マルチ
ブランド

ブランド
拡張

ライン
拡張

採用戦略(ネーミング)

異
市
場

同
市
場

新イメージ現イメージ

個別Bブランド+
グレード

ダブルB
キリンラガー

ファミリー
マクドナルド

分割ファミリー
パナソニック
ナショナル

アイデア創出
スクリーニング

製品コンセプト開発
マーケティング戦略

経済性の評価
試作モデル開発

テストマーケティング
市場導入

新商品開発
プロセス

資産価値
(ブランドエクイティ)

ブランド信頼
ブランドロイヤルティ

知覚品質
ブランド連想

宣伝広告
品質表示
出所表示

機能

メリット
デメリット

消滅性
需要の変動性

不可分性

非均一性

無形性

特性

需要管理
供給管理

生産・消費同時
在庫できない

同時多数に提供生産・消費同時
相互作用

マニュアル・アンケート人により質違う

可視化見えにくい

対応
特性と対応

コンタクトパーソネル

エクスターナル
+インターナル

+インタラクティブ

サービスマーケの体系

企業型VMS

契約型VMS

管理型VMS

伝統的マーケ
ティングチャネル

メンバーの
結びつき

チャネル
キャプテン

リーダー
不在

リーダー

総合的

専属的

選択的

開放的

チャネル
の幅

チャネルの長さ×幅 VMS

機能
輸送

ロジスティクス
SCM
3PL

物流

むひふか
しょうじゅ

そといじ

マクロ経済・法規制

コスト
需要の価格弾力性

競争戦略
競争地位別戦略

企業・マーケ目標
Product Price Promotion

影響要因

価格設定

初期低価格
市場浸透価格

ペネトレーション

端数
慣習
名声

プライスライニング

心理的

ロスリーダー
EDLP (⇔Hi&Lo)

初期高価格
上澄吸収価格

スキミングプライス

販売促進的設定政策

実勢価格設定法差別型価格設定法
知覚価値法

コストプラス法
マークアップ法

価格設定法
需要志向的 競争志向的コスト志向的

価格カルテル
再販売価格
維持契約

独占禁止法違反

現金割引
数量割引
機能割引

販売促進割引

価格管理
リベート カルテル等割引

広告

消費者向け
(価格訴求型)
流通業者向け

社内向け

オーダーゲッター
オーダーテイカー
サポーティングS

メディアミックス
TV
DM

チラシ

プッシュプル
プロモーションミックス

人的販売パブリシティ 販売促進広告

IMC

リレーションシップマーケティング
ダイレクトマーケティング
CRM
ワントゥーワンマーケティング
データベースマーケティング
インターネットマーケティング

認知的不協和

競争価格
プライステイカー

⇔管理価格

刊行データ
地域・気候

人口統計(年齢・男女)

29

30

31

32

33

34

35

36

37
38

39

40

41

42

43

価格
購買頻度
購買時間良い口コミ 平均3人

悪い口コミ 平均11人

消費者

買回品最寄品 非探索専門品

マーケティング

ミックス(4P)

の開発・実行

マーケティング

ミックス(4P)

の開発・実行

新製品の
採用者区分

革新
早期採用

前期多数採用
後期多数採用
採用遅滞者

26

27
28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

32
28

29

30

31

36

37

39

33

34

35

38

41

40

低関与
⇕

高関与

卸売業者の機能

品揃え
販売促進

商流

保管
配送

物流

金融

助成
集荷分散
需給調整

流通コスト↓

理論

経験価値マーケティング
情緒的・主観的

五感・喜怒哀楽・考える
行動する・他人と交渉

媒体
○×

最寄品

サンプリング

高級品
耐久消費財

モニタリング

非購買時点
買手への認知接触

広告

購買時点
購買自体を誘発

セールス
プロモーション

2次に役立つ

知識を仕込む メーカー
マーケティング

ソーシャルマーケティング
非営利組織

社会的主張(エイズ撲滅)
社会的利益(企業が社会志向)

FSP(層別)←真似される
1 to 1←差別化実現

まずもう
出ない。 用語

レベル

万遍なく
多数出題

用語
入替

運営管理
スキャンパネル

POSソフトメリット
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2.生産のプランニング

3) 製品開発・設計とVA / VE

★7) 在庫管理・購買管理

4.生産情報システム

生産情報システム

3.生産のオペレーション

【【４４】】運営管理運営管理 ⅠⅠ生産管理生産管理

1.生産管理概論

②ライン生産①セル生産生産方式
★
生
産
方
式

★
レ
イ
ア
ウ

ト

★
生
産
形
態

③JITJIT

ラインバランシング☆
ピッチタイム

ラインバランス効率
需要予測

需要変化対応

GTの利用
段取り替えの短縮

GTの利用→大量生産効果
納期管理・コスト管理
生産リードタイム短縮

受注の平準化

多工程もち多台もち複数台もち作業

追番管理
大量生産

プロセス生産
組立生産

オーダーエントリー

製番管理
アジャイル生産
モジュール生産

その他
生産方式④

製品別レイアウト
フローショップ型

製品別専用ライン

セル生産レイアウト
(U字ライン)

一部共通ライン化
グループ別レイアウト

機能別レイアウト
ジョブショップ型
共通ライン化

(固定式レイアウト)

設備配置
基本的分類

単純工程分析多品種工程分析フロムツーチャート物の流れ分析

連続生産
ロット生産ロット生産

個別生産
ロット生産

モジュール生産

生産方式区分
(仕事の流し方)

見込生産
需要予測精度向上

柔軟な生産体制
需要変動：小需要変動：中

受注生産
コスト納期見積精度向上

LT短縮
受注平準化
需要変動：大

受注時期区分
少種多量中種中量多種少量品種数量

4) 生産技術

★5) 生産計画と生産統制

★6) 資材管理

材料 加工技術 自動機械

資材管理
重要性
標準化

需給計画
MRP

実施上の留意点
部品(構成)表

(サマリー/ストラクチャ型)

SLP

レイアウト案の作成(複数)
面積相互関係ダイヤグラム

アクティビティ相互関係ダイヤグラム

アクティビティ
相互関係図表

物の流れ分析
単純工程分析

多品種工程分析
フロムツーチャート

P-Q分析

設計 調達

MPS
タイムフェイズ

→タイムバケット
独立/従属需要品目

①総所要量計算
②正味所要量計算
③ロット編成計算
④先行計算

工程図記号
配置・流れ分析・流れ線図
単純工程分析
多品種工程分析
フロムツーチャート

<製品工程>
製品工程分析

流動数分析

ツール★ 1) IE

作
業
研
究(IE

)

余裕率(外掛け・内掛け)☆
レイティング☆

時間研究
標準時間を
決める
(4要件)

作業分類

作業⇔余裕
稼動分析
稼働率を求める

作業測定
所要時間見積
用に標準時間

決める

メモモーション(早回し)

マイクロモーション(スロー)

<観察>
VTR分析

サーブリッグ記号

＋工程図記号

<分析>～動作経済の原則
両手動作分析(動作) ←先

サーブリッグ分析(動素) ←後

連合作業分析図(1人1台持ち
マンマシンチャート(多台多工程)
組作業分析、自動お知らせ機能

<工程＋動作>
連合作業分析

動作研究
ムダな動き・時間を
なくす

最適な作業方法を求
める

運搬基本記号
台記号
活性示数
空運搬係数 マテハン

<運搬>
運搬工程分析
運搬活性分析☆
空運搬分析☆

工程図記号<作業者工程>
作業者工程分析

工程分析
ムダな流れをなくす
作業を図記号で表し
、加工以外は価値を
生まないので削減

方法研究
方法・工程を改
善して標準化

効率化

2) 品質管理
TQC→TQM

3) 設備管理

4) 廃棄物等

の管理

LCA
環境基本法
循環型社会形
成推進基本法
→3R
食品リサイクル法

第1類 基本
(組み合す・使う
・分解する)
第2類 遅れ要素
第3類 停止状態

親和図法(KJ法)
連関図法(マインドマップ)
系統図法(目的→手段)
アローDGRM法(PERT)
PDPC法(ｺﾝﾃｨﾝｼﾞｪﾝｼｰ)

マトリックス図法(不良原因)
MTXデータ解析法(相関

パレート図(ABC)
チェックシート(正の字)
ヒストグラム(バラつき)

散布図(相関)
管理図(管理限界線)
特性要因図(魚の骨)

層別(層化)

因果関係の整理
設計アプローチ(事前)

傾向の分析
解析アプローチ(事後)

新QC7つ道具QC7つ道具

保全予防

改良保全改善活動
事後保全

予防保全
定期/予知

維持活動

生産保全(経営視点)
→ライフサイクルコスト↓

設備保全

評価と更新
設備総合効率

設備更新⇔設備取替

CE
PDM

CAD
CAM
CAE

同時進行化

一元管理

設計

情報生成

解析評価

範囲拡大

工程の
自動化

機械の
自動化

FA
CIM

FMC
FMS

NC
MC

★製造業に
おける拡大

→ERP→全社
+APS

MRP
+CRP
MRPⅡ

→SCM

需要

制約考慮

全リソース

TOC

こうどうかじ

作業

0 バラ
1 容器
2 パレット
3 車
4 コンベア

自働化
品質改善
保全活動

小ロット化
多能工化
平準化

同期化
流れ化

段取り改善

工程を
スムーズに

JIT9要件
品質UP
ロス削減

生産を
スムーズに

統合化
可用率

設計・調達・作業
QCD

PQCDSME
生産の4M

3S
5S

ECRSの原則
その他用語集

★生産管理の基本機能

能率・効率・改善・
生産・課業・負荷

○×

基本的用語押さえる

基本的理解と計算

C

B

A
ABC

ダブルﾋﾞﾝ

定量発注☆
安全在庫量

発注点

EOQ=√2SR/Pi

定期発注☆
発注量

在庫調整期間

発注方式

管理効率化

管理レベル下げる

重点管理
(+Ｂの高単価品)

管理政策

購買管理5原則

→取引先選定確保
+QCD

購買方式

購買管理理論
進捗管理

内外作区分
外注管理

外注先評価
外部資源活用

外注管理
その他用語・方式
安全在庫・見越在庫

ロットサイズ在庫・有効在庫
発注残・発注点・補充点

発注点補充点
定期発注点補充点方式

理屈と計算

○×

人的

管理

用達
疲労

作業
職場

重要論点繰り返し出題

基本論点押さえる

繰り返し
受注生産

採用条件
段取り替えで多品種

需要<供給

大ロット流し
L/T長

仕掛品多

小ロット流し
L/T短

仕掛品少

プッシュ型
PDCA

進捗管理重視

一般的な
生産管理

プル型
進捗管理
重視不要

JIT

JIT
かんばん

トヨタ生産方式
自働化

あんどん

工程
作業
動作
動素

▽
⊃

○
○

□
◇

標・単・専門化

業務計画
手順計画
工数計画
日程計画

基本計画
生産計画

POP

進捗管理
現品管理
余力管理

生産統制
移動平均法

指数平滑法☆
線形計画法☆

需要予測

フローショップ
(ジョンソン法)
ジョブショップ

(優先度)

スケジューリング
PJTスケジューリング

ガントチャート
PERT

アローダイヤグラム
最早/最遅着手日
クリティカルパス

CPM

生産 統制

受注したら
作る

生産時点情報管理
差異を把握して解消

効率性○
たまに見に行く

全量発注

オペレーションズ
リサーチ

機械干渉

○

加
工

▽∩∪

取
出

移
動

停
滞

第2種の誤り

消費者危険
ぼんやり者

第1種の誤り

生産者危険
あわて者

全数検査
検査

抜取検査 3現主義
継続的改善

ISO
9000
14000
22000

6σ
MAIC

品質管理

実績資料法
経験見積法

ストップウォッチ法
PTS法(サーブリック)

標準時間資料法

ワークサンプリング
観測ラク

サンプル信頼性H
分析浅い

短期・繰り返し
連続観察法
観測大変

サンプル信頼性L
分析深い

長期・非繰り返し
ワークサンプリング
の目的
①阻害要因把握
②非稼動要因把握
③余裕率設定

MPR3段階

MRPⅡ
対象拡大・統合管理

クローズドループ

MPS⇔MRP

オープンループ
MPS→MRP

CNC・DNC

企業活動を
統合管理

1 2

3

4

5

6

8

9

10

11

12

13

14

15

16

18

19

20

21

22

23

どんな部品で作るか
どんな機能を持つか
いかに簡単に作るか
組み立てやすさ
顧客評価で機能決定

製品設計
機能設計
生産設計

組立容易性
コンジョイント分析

製品開発・設計
価値＝機能/コスト

(使用価値・貴重価値)

VA・VE

魅力機能

使用機能
基本機能(一次機能)
補助機能(二次機能)

7

せきせいくみこ

直

直

直

直

1

2

3

4

5

6

7
8

9

13

23 24

14

15

17

18

19

20

21

22

10

11

12

1

2

3

4

5
6

7

8

9

10

22

11

12

13

14

15

16

17

19
20

環境関連
バイオ燃料

→カーボンニュートラル
バイオマス

21

状況に応じ
選択

年間在庫費用＝年間発注費用

ヨコ比較の
相対性で判断

準備段取
付随

主 レイティング
正味

ワークサンプ
リング

主体
余裕標準時間 17

16
18

直

直

出題範囲の広さから記憶力勝負の印象もあるが
頻出論点は決まっており予想はつけやすく、

理屈・イメージ・ヨコ比較で暗記量は削減可能。
直前しがみつき重要。最後の1マークまでこだわる。

新連携ampm鉢飛散監督僧

用語レベル

用語・順番
入替り

生産方式の
名称・特徴

長所

レジュメの図
イメージで

ヨコ比較の
特徴

用語レベル用語レベル

細かい用語
までしっかり

順番入替
注意

過去問レベル
まで

未出題
狙い目増減の方向で

判断

用語レベル

用語入替り

用語暗記で
対応度UP
過去問重視

用語レベル

直

得点調整用のボール球20%は
余裕で見送り。
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2.店舗施設(ハード)

1.店舗・商業集積

法律知識(まちづくり三法)

【【４４】】運営管理運営管理 ⅡⅡ店舗・販売管理店舗・販売管理

4.物流・輸配送管理

3.商品仕入・販売(ソフト) 5.販売流通情報システム

大店立地法
大店法(経済的)→大店立地法(社会的)

店舗面積1,000㎡超

調整項目

中心市街地活性化法
市町村を支援(スキーム)

活性化本部→機構→協議会

(改正)都市計画法
コンパクトなまちづくり

都市計画区域
関連用語・用途地域×12

大規模集客施設の立地規制
純都市計画区域の拡充(都道府県)

開発許可制度の見直し(医療施設等)

建築基準法
最低限の用語は理解

敷地面積
建築面積
床面積

延べ面積

容積率
建ぺい率

敷地
地階

建築物
主要構造部

建物
大規模修繕

大規模模様替

店舗立地と出店

店舗立地の条件

商業集積

商業集積の分類
共同店舗

都
市
計
画

市街化区域
(用途地域)

市街化調整区域

その他

(用途) (白紙)

準都市計画区域

店舗施設の機能

対面販売
側面販売

セルフサービス
(セルフセレクション)

誘導
選択

情報発信

訴求
演出

購入促進

3販売形態6機能

店舗設計

ショーウィンドウ・ステージ・陳列台・ショーケース
・ハンガー台・カウンター什器

考慮点
商品のグルーピング

販売形態リンク
通旅(・壁・天井)

設計の目的
回遊性の向上

売場生産性の向上
販売効率の向上

レイア
ウト

店舗
構成

ファサード
パラペット

看板

店頭閑地
出入口
犬走り

ショーウィンドウ

外装店頭

ステージ
ゴンドラ

カットケース
レジ前

商品
陳列

有効陳列範囲
ゴールデンゾーン
ゴールデンライン
フェイシング管理

エンド
ジャンブル

島出し
平面

留意点陳列手法

色相環
補色

色彩3要素
色相
明度
彩度

基本用語
光束(ルーメン)
光度(カンデラ)
照度(ルクス)

輝度(スチルブ)
(光温度･ケルビン)

照明と色彩

商品構成
ライン×アイテム

ストアコンセプト
業種
業態

商品計画

取引条件
割引

リベート

仕入方法
大量⇔当用
集中⇔分散

本部集中⇔店舗分散
共同⇔個別

商品調達・取引条件

価格の種類
(店)ディスカウント・プロパー価格・

インプロ価格
(メ)OP・建値制

・メーカー希望小売
・再販売価格維持制度

政策
ロスリーダー政策

EDLP政策
プライスライン政策
価格比較表示政策
オフプライス政策

売価変更
特売

値下げ

価格競争
非価格競争政策
競争的価格政策
略奪的価格政策

価格設定と販売促進

カテマネISM
プロモーション
非価格・CMD

価格

△売上最大化
○最終利益・ROI

スペースM
レイアウト

プラノグラム

商品管理
製品と商品の違い

財務戦略と市場戦略の均衡

ＭＤ
＝小売業のマーケティング

ＡＭＡの5つの定義

ＭＤと商品管理

小売業の狙い
卸売業の狙い

カテゴリー別納品
売場直結納品

DC型
TC型一括物流

汎用型
業態対応型
企業専用型

流通加工
仕分
出荷

入荷
保管

ピッキング
センター

経営戦略と物流改善
市場標的×機能強化

取引数量最小化
集中貯蔵

商流
物流

情報流
卸売業

共同輸配送・ユニットロード・RFID・ICタグ
ロジスティクスの2つの定義用語

物流機能・トレードオフ・ネットワーク
物流

CPFR

ツール類
標準ECRスコアカード・CRP・CAO・VMI

SCMラベル・ASN(事前出荷明細) ←ノー検品

QRECR
ECR・QR

CRM

フルライン政策⇔限定ライン政策
(総合化)       (専門化)

ライフスタイル関連⇔専門性強化
(モノの横割り)                   _

プライスライン計画

ライフスタイルMD
スクランブルMD

繰り返し出題

基本用語で得点可能

用語が繰り返し頻出
新テーマは

名称⇔内容紐付け

訴求

誘導

演出 選択

購入促進 情報発信

出題パターン
制約あり

つながりBOX図仕入予算☆

基準在庫法<6回転・百分率変異法、平均在庫日数在庫予算☆

目安法・両分平均法・MA法・最小二乗法売上高予算

＝粗利率×在庫回転率(原価)、交差比率

魔法のBOX
GMROI☆
(値入率)

商品予算計画 計算は解法パターン

センター仕分
ベンダー仕分

○×

入力データ標準化
UHF帯

期末仕入

原価原価期首

SGM

基準在庫法

年間
平均在庫

平均
売上予算

当月
売上予算

人口比例
距離2反比例

係数=4

人口比例
距離2反比例

購買額比率商圏分岐点2都市の吸引力

コンバースライリー&
コンバース

ライリー
商圏

1) 販売流通情報システム

誰に売れるか who顧客購買データ
何が売れるか what他店データ

なぜ売れたか why仮説検証型

ソフトメリット(効果UP)

ハードメリット(効率化)
レジ業務・店内業務

PLU ⇔ Non-PLU
POSシステム

FSP(囲い込み)
RFM(ランク付)

プラノグラム
バスケット分析

電子棚札

売れ筋
死に筋

コーザルデータ
PI値

顧客棚割品揃え・価格
POS・活用策

Recency
Frequency
Monetary

A~3種類A~D*××スタート

コンビニ収納
顧客発注番号

血液銀行
宅配便伝票

図書館の貸し出し

米国自動車工業会
日本電子機械工業

会

標準物流コード
集合包装用商品CD

外から内容把握

ソースマーキング
インストアマーキング

02, 20-29

利用

バー3・スペース3
マルチ

バー4・スペース3
バイナリ

バー5・スペース4
バイナリ

バーorスペース5
バイナリ

バー2・スペース2
マルチ

1文字
の構成

数字
アルファベット他

数字・記号数字・記号

アルファベット大文字

数字のみ数字のみ対象文字

要印刷精度スペース大桁落ちメーカーCD不足△

桁落ち小<ITF
スペース小<39

誤読少ない
高精度

Interleaved 2 of 5
偶数桁・高密度

EAN・UPC互換
3年更新

○

標準物流コード

ITF
JIS規格流通コード

JAN
多用途性CODE39一般化工業用バーコード

CODE128NW-7CODE39
バーコード

スキャンパネル
→ストア・ホーム

顧客ID付POS
→FSP・購買履歴

CODE128技術

利用可能性多

0+JAN13桁
→14桁

GS1
国際EAN+UPC

13桁

GCI
経産省実証実験
△システム投資

流通やサービス
で使う情報

JANやITFを
14桁統一

国際標準の
企業・事業所CD

国際的
商品情報同期化

GLN
Location Number

GDS
Data Synchronization

流通標準
GS1-128GTIN

EDI化推進
web-EDI_w

導入効果
発注側⇔受注側

EOS・EDI

成立要素
情報伝達規約
情報表現規約
業務運用規約
取引基本規約

方式
キーイン

オーダーブック
バーコード棚札

EOB

EDIEOS

統一伝票
業際伝票

2次元シンボル

省スペース
多文字種

24

25 26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

37

38
39

40

32

32

32

SCMの
ブルウィップ効果

36

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34
34

34

35 35 35

36

40

41

直直

直

直

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38
39

40

41

30
30

(1+当月売上指数)／2

流通
マーケティング

改正ポイント
作りモノ

過去問一応。
新は捨て。

DCとTC
の違い

ICタグ
は万能

ABランク
いただき

非価格重視

定番
サービス問題

自分なりの
解法を用意

用語定義
入替り注意

用語レベル

数字は細かく
しっかり

過去問パタ重視
直前レジュメ

選択肢○×活用


